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って導入された generalized excess entropyproduction(GEEP)がよく用いられる｡


















(3)これら3つの関数 と,上記の3つの関数 GEE,GEEPおよびGEC との間には
どれ位の距離があるか｡たとえば後者の3つの何れかに適当な重みの関数をかけること
によって, 必要十分な条件を与える3つの関遂 を導 くことができるか｡
という問題を議論し,以下のような結論を得た :
(1)Aの右固有ベクトルの組を基底にとる｡任意のタテベクトルⅩに対して,Ⅹの反
変成分 Xiと同 じ共変成分をもつヨコベクトルYを導入すると,形式 ¢-yAX-(%)
(dV/dt)が正定形関数 ¢-写x与をLiapounoff関数 とする必要十分な criterionをl
与える｡Aの左固有ベクトルから作 られる行列をBとして,行列 G-BTB を作ると,
¢は¢=ⅩToAXと書ける｡ G を計量行列 とする2次形式で内積を定義すると,こ
の内積に関してAは対称演算子になる｡























散 逸 構 造 と 一 般 化 TI)GL方 程 式








現象のいくつかとその後形成 される散逸構造を調べようo拡散係数 域 ,1)y及びEの王に
関する展開係数をひとまとめにしてパラメタの組iであらわすことにする｡式 (1)はなお一
般的過ぎるので次のようなモデルの簡単化を行 う｡
(1)iは実数パラメタ,そして工, tに無関係,更に1)x,Dy>Oo
租)体系は境界効果を無視できるほど十分大きい｡
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